
指導・監督項目 講座内容

自社で定める項目 実施内容

安全講座６　運行路線・経路における道路及び交通の状況
　(1) 適切な運⾏経路選択の必要性
　(2) 経路情報の事前把握
　(3) ヒヤリハット情報の共有

〇非常用信号用具・非常口・消火器等の取扱い
/指導

〇運転技能訓練

安全講座３　バスの構造上の特性
　(1) ディーゼルエンジンの特徴
　(2) バスの特性に合わせた運転
　(3) バスの死⾓

安全講座４　乗車中の乗客の安全を確保するために留意すべき事項
　(1) 安全な運転操作
　(2) 事故発⽣時の対応⽅法

〇年末年始自動車輸送安全総点検
　（バスジャック対応訓練）

安全講座７　危険の予測及び回避並びに緊急時における対応方法
　(1) 危険予測運転の基本
　(2) 相⼿の特性を知る
　(3) 指差呼称と呼称運転

安全講座８　運転者の運転適性に応じた安全運転
　(1) 適性診断のねらい
　(2) 適性診断のテスト内容
　(3) 適性診断結果の活⽤⽅法

〇タイヤボルト締付講習
〇雪上訓練（チェーン取付講習）

安全講座11　安全性の向上を図るための装置を備えるバスの適切な運転方法
　(1) 運転⽀援装置の過信は禁物
　(2) 運転⽀援装置の誤った使い⽅
　(3) 道路の交通事故対策

安全講座12 ドライブレコーダーの記録を活用したヒヤリ・ハット体験等の自社内
での共有

　(1) Case1「動静不注視」
　(2) Case2「先急ぎ」
　(3) Case3「漫然運転」

〇ドライブレコーダーの記録を利用した勉強会 

10月

11月

12月

ドライブレコーダーの記録を利用した運転者の運転特性に応じた安全運転
ドライブレコーダーの記録により加速装置、制動装置及び
かじ取装置の急な操作の有無並びに車間距離の保持その
他の法令の遵守状況等を確認する

安全講座９　交通事故に関わる運転者の生理的及び心理的要因とこれらへの対処
方法

　(1) 過労状態の常態化
　(2) 改善基準告⽰
　(3) 飲酒運転の実態

安全講座10　健康管理の重要性
　(1) バスドライバーの健康問題
　(2) 健康起因事故

1月

2月

3月

7月
2月

７月

８月

実技訓練・安全教育

〇山道走行訓練

〇事故や災害等の遭遇を想定した訓練
〇異常気象における対処方法

〇ドライブレコーダーの記録を利用した勉強会

安全講座５　乗客が乗降するときの安全を確保するために留意すべき事項
　(1) ⾞内事故の防⽌
　(2) ⾼齢者転倒の危険性
　(3) 乗降時の安全の確保

安全講座１　バスを運転する場合の心構え
　(1) バス事業の重要な役割
　(2) 顧客満⾜度を上げるマナー
　(3) バスによる交通事故発⽣状況

安全講座２　バスの運行の安全、乗客の安全を確保するために遵守すべきこと
　(1) バス運⾏に係る法令
　(2) ⽇常点検

９月

〇ガイドラインセミナー（NASVA）
〇リスク管理セミナー（NASVA）
〇内部監査セミナー（NASVA）
〇運輸防災マネジメントセミナー
（NASVA）
〇救命救急講習会（バス協会）
〇接遇講習会（バス協会）

外部機関の講習

〇専門の訓練機関での技能向上訓練

〇適性診断活用講座（NASVA）
〇安全輸送科講習会（NASVA）

4月

５月

６月 〇適性・適齢診断及び指導（随時）

〇労基法（全社員対象）
〇脳ドック検査

〇一般健康診断（全社員対象）

〇安全輸送会議
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〇運行管理者一般講習（対象者）
〇整備管理者講習（対象者）
〇SAS検査・心臓ドック検査

 〇労基法（全社員対象）

〇内部監査

〇特殊健康診断・視野検査
　　　　　（乗務員対象）

〇安全輸送会議

その他
〇経営者と安全に関する指導・
　 意見交換


